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1. 決算のハイライト
2023年12月期  第１四半期   
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⚫連結売上高は、3,039百万円（前期比＋5.4％）

⚫人材への投資増、プロジェクトの工事損失引当計上により

営業損失20百万円、当期純損失41百万円で着地

⚫ 3Qの受注が好調、1Q末の受注残は過去最高の5,281百万円

第１四半期として過去最高の売上高を更新

人材への投資増等により、営業損失、純損失の計上となるも、

受注は非常に好調で、通期での計画達成に向けて堅調

1. 決算のハイライト

4© Hakuten Corporation All Rights Reserved.

第１四半期業績
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1. 決算のハイライト

受注残高は52億円を超え過去最高、前期比29.9％増

人材等への積極投資を継続

ジャパンモビリティショーなどの展示会を中心に、3Qの大型受注が好調、
通期の業績計画達成に向け順調

※ジャパンモビリティショーは旧東京モーターショー

2023年12月期の新卒入社は36名、中途獲得も併せて積極的な人材採用は継続
中長期の成長を見据えて投資していく

ポイント
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2. 業績、及び重要経営指標
2023年12月期  第１ 四半期   
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2. 業績、及び重要経営指標

売上高は第１四半期ベースで過去最高

人材への投資増と工事損失の引当計上により減益で着地

第１四半期実績（サマリ）

注）当期は2023年4月～12月の9か月の変則決算

2023年3月期1Q（4-6月）
前期

2023年12月期1Q（4-6月）
当期

増減率

売上高 2,883 3,039 5.4%

営業利益 73 △20 ー

当期純利益 44 △41 ー

（単位：百万円）
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△ 25
△ 315

212

44 △ 41

'20/03期
1Q

'21/03期
1Q

'22/03期
1Q

'23/03期
1Q

'23/12期
1Q

△ 30

△ 438

△ 166

73

△ 20

'20/03期
1Q

'21/03期
1Q

'22/03期
1Q

'23/03期
1Q

'23/12期
1Q

2,352 
1,253 1,474 

2,883 3,039 

'20/03期
1Q

'21/03期
1Q

'22/03期
1Q

'23/03期
1Q

'23/12期
1Q

2. 業績、及び重要経営指標

第１四半期実績（経年比較）

当四半期は成長投資のコスト増により増収減益だが、通期計画で達成の見込み

売上高
（単位：百万円）

営業利益 当期純利益
（単位：百万円） （単位：百万円）

11,000

’23/12期
（予想）

3Q迄累計
6,395

3Q迄累計
9,693

3Q迄累計
4,697

3Q迄累計
9,380

400

’23/12期
（予想）

3Q迄累計
△861

3Q迄累計
489

3Q迄累計
61

3Q迄累計
463

250

’23/12期
（予想）

3Q迄累計
△428

3Q迄累計
318

3Q迄累計
365

3Q迄累計
406
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リアルイベント分野

2,478百万円

対前年同期比 △ 47.3%

380百万円

展示会出展領域とイベントプロモーションが好調

デジタル分野単独では減少もハイブリッド化による需要は堅調

リアルイベントへの注力のため今期は減少予想

デジタル分野

商環境分野

2. 業績、及び重要経営指標

対前年同期比 +17.0%

123百万円

対前年同期比 △ 20.8%

商材別売上高指標

リアルイベント分野の売上高が大きく伸長

2,478 

123 

380 
56 

リアルイベント デジタル 商環境 その他

（単位：百万円）
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2023年3月期1Q（4-6月）
前期

2023年12月期1Q（4-6月）
当期

前年同期比

ユニット毎の概況・見通し

売上高
売上高

外注比率
売上高

売上高
外注比率

売上高
売上高

外注比率

BtoB
マーケティング事業
BtoB事業を運営する顧客市場

1,627 59.8% 1,497 55.0% △130 △4.8%
売上高減となるも外注比率を抑制
2Q・3Qの受注残が積み上がっており、
売上高・利益共に堅調な見通し

BtoC
マーケティング事業
BtoC事業を運営する顧客市場

788 63.2% 763 59.3% △25 △3.9%
売上高減となるも外注比率を抑制
2Q・3Qの受注残が積み上がっており、
売上高・利益共に堅調な見通し

中部・西日本事業
中部・西日本の顧客市場

239 56.6% 332 60.7% +93 +4.1%
売上高は堅調に推移も外注比率が悪化
利益改善のため外注比率の抑制に向けて
対応中

展示会事業
中小展示会商材市場

114 65.1% 211 66.5% +97 +1.4% 顧客数を伸ばし、堅調に推移

その他
子会社を含むその他領域

115 - 236 - +121 - ー

2. 業績、及び重要経営指標

事業ユニット別の売上・利益の状況

中部・西日本事業、展示会事業の売上高は前年比増

BtoB領域、BtoC領域は、前年比減だが3Qの受注が進んでおり、通期では増額の見込み

（単位：百万円）
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1,353

2,057
2,205

2,087

712 716

1,188
1,283

833

1,348
1,450

2,645

1,679
1,443

2,448 2,496

1,676

57.5%

60.7% 60.6%

58.9%

56.8%

53.5%

56.4%

49.8%

56.5%
57.2% 56.6%

62.5%

58.2%

52.8%

60.1%
58.7%

55.2%

35%

45%

55%

65%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

外注費 外注比率

2. 業績、及び重要経営指標

外注比率

売上高は向上したが、外注比率は抑制

’23/12期’20/03期 ’21/03期 ’22/03期 ’23/03期

（単位：百万円）
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2. 業績、及び重要経営指標

顧客数・顧客単価  ※単体

顧客数は伸長も、展示会事業の小型案件増加により顧客単価は減少

顧客数
（単位：社）

顧客単価
（単位：万円）

246 

177 
190 

263 

326 

'20/03期

1Q

'21/03期

1Q

'22/03期

1Q

'23/03期

1Q

'23/12期

1Q

889 

635 

737 

1,049 

894 

'20/03期

1Q

'21/03期

1Q

’22/03期

1Q

’23/03期

1Q

’23/12期

1Q

注）顧客数、顧客単価共に、展示会事業における「パケテン」サービスの小規模顧客は除く。
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1,791 

1,009 1,054 

2,162 2,083 

81.8%

89.8%

75.3%
78.4%

73.9%

35.0%

45.0%

55.0%

65.0%

75.0%

85.0%

0

500

1,000
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2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

'20/03期

1Q

'21/03期

1Q

'22/03期

1Q

'23/03期

1Q

'23/12期

1Q

リピート売上高 リピート率

1,607 

976 
1,195 

2,237 2,210 

73.4%

86.9% 85.4%

80.3%
75.8%

35.0%

45.0%

55.0%

65.0%

75.0%

85.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

'20/03期

1Q

'21/03期

1Q

’22/03期

1Q

'23/03期

1Q

'23/12期

1Q

指名受注売上高 指名受注率

2. 業績、及び重要経営指標

指名受注売上高・リピート売上高 ※単体

コロナ禍の特殊な状況を除き、引き続き指名受注率・リピート率共に高い水準を維持

指名受注売上高／指名受注率
（単位：百万円）

リピート売上高／リピート率
（単位：百万円）
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’23/12期

2. 業績、及び重要経営指標

受注高四半期別推移

売上高と共に、1Qとして過去最高額で着地

注）‘21/03期には連結対象外となった株式会社アイアクトの受注高が含まれております。

728 

1,884 
1,520 

1,716 

3,054 2,965 
2,672 

3,673 
3,316 

3,093 

2,672 

5,033 

4,516 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

’21/03期 ’22/03期 ’23/03期

（単位：百万円）
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注）‘21/03期には連結対象外となった株式会社アイアクトの受注残高が含まれております。

受注残高四半期別推移

2. 業績、及び重要経営指標

第１四半期ベースで過去最高額で着地

通期での計画達成に向けて堅調な受注残高

’23/12期

3,050 

3,597 

3,012 

2,154 

3,471 

4,078 4,188 

3,630 

4,063 
4,422 

3,019 

3,803 

5,281 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

’21/03期 ’22/03期 ’23/03期

（単位：百万円）
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422 
440 

404 
426 

444 

'20/03期末 '21/03期末 ’22/03期末 '23/03期末 '23/12期

1Q末

2. 業績、及び重要経営指標

人材戦略

中期の成長に向けて人的資本強化に注力

従業員数の推移
（単位：百万円） （単位：千円）（単位：人）

672 

312 

424 

815 
879 

1,593 

709 

1,050 

1,914 
1,979 

0
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'20/03期

1Q

'21/03期

1Q

'22/03期

1Q

'23/03期

1Q

'23/12期

1Q

売上総利益

1人当たり売上総利益

従業員1人当たり売上総利益額の推移
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区分 科目
前期末

（202３年3月末）
当四半期末

（2023年6月末） 前期末比

　流動資産 4,019 3,350 △ 669

　固定資産 921 1,099 178

4,941 4,449 △ 491

　流動負債 2,778 2,423 △ 355

　固定負債 171 152 △ 19

2,949 2,575 △ 373

1,991 1,874 △ 117

4,941 4,449 △ 491

　負債合計

　純資産合計

　負債純資産合計

　資産合計

2. 業績、及び重要経営指標

経営基盤（B/S）

当期純損失の計上により純資産が減少するも、通期では純資産の増額を見込む

⚫ 総資産は 4,449百万円 となり、

   2023年3月末比 491百万円減少

   売掛債権の減少が主な要因

⚫ 負債は 2,575百万円となり

2023年3月末比373百万円減少

   短期借入金が300百万円増加するも

   買掛金が497百万円減少

賞与引当金が147百万円減少 

したことが主な要因

⚫ 通期では純資産増を見込む
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2. 業績、及び重要経営指標

当期計画の進捗と要因のまとめ

売上高、売上総利益は好調だが、人材等への投資増で増収減益で着地

受注残高は過去最高となっており、通期の計画達成に向けて順調な状況

2023年12月期 計画の進捗状況 要因分析

⚫ 過去最高の売上高に加え、外注費の抑制に

よる利益確保に向けた対応を推進中

⚫ 人材等への投資を増加し、工事損失の

引当てを行ったことを主な要因として、

営業損失、純損失を計上

⚫ １Q末の受注残高が過去最高となり、

通期計画達成に向け順調な状況

通期計画 1Q実績 計画達成率
(%)

売上高 11,000 3,039 27.6%

営業利益 400 △20 -

当期純利益 250 △41 -

（単位：百万円）
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3. 事業トピックス
2023年12月期  第１四半期   
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3. 事業トピックス

事業戦略関連

ジャパンモビリティショー、国際ロボット展等の大型展示会に加え、

大手ブランドのプライベートイベントも好調、第3Qの大型受注が進む

⚫ ジャパンモビリティショーで、
自動車メーカー、及び大手部品メーカー等
複数社受注

⚫ 国際ロボット展では、会場内で最大規模の
産業機械メーカーを受注

⚫ その他 秋のイベントシーズンにおける
ハイブランド の BtoC イベントが好調

Tokyo Motor Show 2019／マツダ株式会社
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3. 事業トピックス

人材戦略関連

中長期の成長を見据え、今期も人的資本への積極投資を継続

人事本部を創設し、新卒採用活動の推進、一人当たり給与アップ等を実施

⚫ 2024年4月入社の新卒採用活動に注力
40名を目標に実施中

⚫ 人事本部を設立し、
制度改定等、人材戦略の推進にさらに注力

人材戦略強化の方向性

 → プロフェッショナル人材育成

 → 組織マネジメント力の向上

 → 中長期の成長を支援する制度

 → 非財務情報の見える化

 → オペレーション基盤の強化
過去の会社説明会の様子
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3. 事業トピックス

経営基盤 戦略関連

サステナビリティ方針の策定 IRの強化をスタート

⚫ パーパスを基にサステナビリティ方針を決定
今後は具体的な活動計画を策定、実行に移す 

⚫ 中期経営計画に関する対談動画など、
IRコンテンツの制作、発信に注力
今後、メディア活用なども進めていく

ログミーファイナンスにて、対談動画の書き起こし記事を公開
https://finance.logmi.jp/378320

当社サステナブル方針の説明図

https://finance.logmi.jp/378320
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4. Appendix
2023年12月期  第１四半期   



Our Purpose



2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3

2008
大阪証券取引所
「ヘラクレス」
(現：JASDAQグロース)

に株式を上場

2010
主催イベント事業
へ本格参入

2013
商環境事業を開始

2015
イベントプロモーション
事業を開始

デジタルマーケティング
サポートの提供を開始

カンファレンス・セミナー
のサービス提供を開始

サステナブルブランド
コミュニティ活動を開始

2017
株式会社スプラシアを
完全子会社化

2018
売上高が100億円を突破

2020
自社配信スタジオを開設し
オンライン配信事業を開始

Our History

・売上高の推移

2022/3 2023/3
（計画）

3,351

3,565

3,455

3,787

3,970

4,922

5,604

6,261

8,088

9,268 7,272

10,626

12,873

12,921

11,777

13,943

2021
株式会社ニチナンを
完全子会社化

社名
株式会社博展 
Hakuten Corporation

グループ会社
株式会社スプラシア
株式会社ニチナン

創業 / 設立
1967年 / 1970年

事業拠点
東京本社 / 
西日本事業所 /中部営業所
制作スタジオ（東京・大阪）

従業員数
連結 426名

資本金
2億548万円

会社概要・沿革



26© Hakuten Corporation All Rights Reserved.

“体験の創造”で企業・社会の課題解決を支援

”人の体験” を統合的にデザイン

      

Exhibition 展示会出展支援

Promotion Event  プロモーションイベント

Business Matching 商談会

Seminar セミナー

On-line Event オンラインイベント

Digital Marketing デジタルマーケティング

Digital Contents デジタルコンテンツ

Showroom ショールーム

Shop/Store 店舗

Facility Development 施設開発

イ ベ ン ト
E V E N T

デ ジ タ ル
D I G I T A L

施 設 ・ 環 境 開 発

F A C I L I T Y

事業概要
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各領域とも、デジタルコンテンツやオンライン施策を交えながら統合的にサービスを提供しています

B to C マーケティング 行政・自治体事業 / 街づくり関連B to B マーケティング

ショールーム

Yasuyuki Takaki

事業領域
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“ 体 験 の 創 造 ” を 基 軸 に 、

高 い 成 果 を 創 る エ キ ス パ ー ト

“体験の創造 ”に強みを持ちながらも、

単なる制作に留まらず、総合的に顧客の

課題解決を導きます。

お客様の課題解決を上流の戦略面から

サポートすると共に、クオリティの高い

制作実行まで提供することで、

成果の最大化を実現できます。

課 題 解 決
（ マ ー ケ テ ィ ン グ ）

価 値

制 作 実 行
価 値

メ デ ィ ア 基 軸 体 験 基 軸

“ 体 験 ” を 基 軸 に し な が ら も

総 合 的 な 課 題 解 決 力 を 持 つ

大 手 広 告 代 理 店

大 手 印 刷 会 社

旅 行 代 理 店

地 域 特 化 型
制 作 会 社

中 小
広 告 代 理 店

※ディスプレイ業界とは建物の内装や展示を中心としたデザインを行う会社群、業界のことを指します。

※
デ ィ ス プ レ イ 業 界

事業特徴（ポジショニング）



29© Hakuten Corporation All Rights Reserved.

顧客・市場

•BtoBマーケティング市場

•BtoCマーケティング市場

•中部・西日本エリア市場

•中小展示会出展

•その他

３つの強み

制作

プロダクトマネジメント
サステナビリティ

クリエイティブ

事業ユニット 市場カテゴリー

独自の体験価値の追求

事業ユニット戦略と体験価値を追求する３つの強み

クリエイティブ、制作・プロダクトマネジメント、サステナビリティ は、博展が提供する体験の価値を高める３つの強みであり、

顧客の市場カテゴリー別の事業ユニットとして、三位一体でサービスを提供しています。

事業特徴（事業ユニット戦略）
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25年12月期に、売上高190億円 営業利益14億円を目指す

中期業績計画

2023年3月期 2023年12月期
（予想・9か月）

2024年12月期
（目標）

2025年12月期
（目標）

売上高 13,943 11,000 17,000 19,000

営業利益 739 400 1,200 1,400

親会社株主に
帰属する当期純利益 553 250 820 980

（単位：百万円）
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事業ユニット別の成長戦略と計画

各事業ユニットのターゲット市場における事業成長により、中期計画の達成を目指す

9.8 7 13 16
5.2 5

9 1217.5 14
21

24

46.1
34

57
62

60.8

50

70

76

'23/03期
（実績）

'23/12期
（計画）

'24年12期
（目標）

'25年12期
（目標）

各事業ユニットの成長計画

各事業ユニットによる市場カテゴリー別の

成長は左の図のように想定しており、 

各領域の市場において、実現しうる

十分なポテシャルがあります。

2025年12月期（目標）の前提条件

イベント関連市場が現在の想定のとおり良好

な環境で、人材等の経営資源の獲得が計画と

おり進捗することを前提とした計画です。

事業ユニット別 成長イメージ

139.4

110

170

190

BtoC

マーケティング

中部・西日本市場

中小規模展示会出展

その他

（単位：億円）

9か月 BtoB

マーケティング



本 資 料 は 、 情 報 提 供 の み を 目 的 と し て 当 社 が 作 成 し た も の で あ り 、 当 社 の 有 価 証 券 の 買 付 け ま た は 売 付 け 申 し 込 み の 勧 誘

を 構 成 す る も の で は あ り ま せ ん 。

本 資 料 に 含 ま れ る 将 来 予 想 に 関 す る 記 述 は 、 当 社 の 判 断 及 び 仮 定 並 び に 当 社 が 現 在 利 用 可 能 な 情 報 に 基 づ く も の で す 。 将

来 予 想 に 関 す る 記 述 に は 、 当 社 の 事 業 計 画 、 市 場 規 模 、 競 合 状 況 、 業 界 に 関 す る 情 報 及 び 成 長 余 力 等 が 含 ま れ ま す 。 そ の

た め 、 こ れ ら の 将 来 予 想 に 関 す る 記 述 は 、 様 々 な リ ス ク や 不 確 定 要 素 に 左 右 さ れ 、 実 際 の 実 績 は 将 来 に 関 す る 記 述 に 明 示

ま た は 黙 示 さ れ た 予 想 と は 大 幅 に 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

本 資 料 に は 、 当 社 の 競 争 環 境 、 業 界 の ト レ ン ド や 一 般 的 な 社 会 構 造 の 変 化 に 関 す る 情 報 等 の 当 社 以 外 に 関 す る 情 報 が 含 ま

れ て い ま す 。 当 社 は 、 こ れ ら の 情 報 の 正 確 性 、 合 理 性 及 び 適 切 性 等 に つ い て は 検 証 に 限 界 が あ る た め 、 い か な る 当 該 情 報

に つ い て こ れ を 保 証 す る も の で は あ り ま せ ん 。

な お 本 資 料 に つ き ま し て は 、 毎 事 業 年 度 末 後 、 6 月 末 ま で に 最 新 の 状 況 を 反 映 し た 内 容 で 開 示 す る こ と を 予 定 し て お り ま す 。

本 資 料 の 取 り 扱 い に つ い て

32Copyright © HAKUTEN Corporation All Rights Reserved.
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